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    /４に横浜本牧インドアゴルフ練習場にて、井上透プロの講演会を
開催いたしました。

  井上透プロは、日本初のプロコーチとして中嶋常幸プロや加瀬秀樹
プロのプロコーチを歴任されました。近年では世界ジュニア選手権の
日本代表監督や東京大学運動会ゴルフ部の監督もされています。会は
座学と実演指導を交えた三時間で、気づけばあっという間の時間でし
た。座学では、レベル別の目標設定・練習方法などゴルフに特化した
コアな内容から、「運動学習の3段階」といった抽象度が高くコアな
部分を補う内容までをご教示いただいた圧巻の座学でした。

  特に、練習頻度やラウンド回数などにおいて一橋の現状と他大学と
を比較した項目は大変参考になりました。そして実技指導では、練習
場にある日本トップクラスのテクノロジーを活用した指導を受けまし
た。ハイスピードカメラでクラブの動きを捉える機器や、クラブと体
の動きを3Dモデル化できるモーションキャプチャ等を使用しました。
  

秋合宿
     月 6日、7日の2日間、栃木県のサンヒルズカントリークラ
ブにて秋合宿を行いました。

　天候に恵まれた１日目は、ゴルフに最適なコンディションで
のプレーとなりました。ラウンドに慣れてきた1年生も落ち着い
て回れるようになり、1 0 0切り目前の部員も出てきました。ま
た、ラウンド後も日没まで練習に励む姿も多く見られ、非常に
充実した１日となりました。この日行われたコンペでは、２年
の曽根が部内コンペ３回連続の優勝を果たしました。

　雷雨となった２日目も、予定通りプレーいたしました。途中
ホールを飛ばさなければならない場面もありましたが、荒天の
中でのプレーは良い経験となったようです。コンディションに
左右されない技術力を身につけようと各々気持ちを引き締めま
した。

　３か月ぶりの全体での合宿となった今回、技術向上だけでな
く、学年の垣根を越え仲が深まる機会ともなりました。これほ
どまでに恵まれた環境でゴルフに集中できるのは、ひとえに
OB・OGの皆様のご支援、応援のおかげです。皆様のご期待に
応えられるよう、部員一同精進して参ります！
　今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

文責　長原
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  普段、部員はスイングをスマホで撮影しそれを元にスイングチェックをしていますが、スマホの動画では見ることの
できない想像の部分を可視化していただきました。この講演会を通じて、初心者の一年生を含め全員が刺激を受けたと
思います。直後の秋合宿では多くの部員が日没まで居残り練習をしており、講演会の影響を少なからず感じた次第で
す。今回の講演会含め様々な取り組みを活用し、来春に向けて部員一同研鑽を積んで参ります。
  今後も変わらぬご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。

文責　池澤
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関東学連個人戦
-６月月例振替-
　1 0 / 1 0に関東学連6月月例振替に3年諏訪原、2年井林、小俣の3名で参加いたしました。サザンヤード

カントリークラブで行われた私にとって2度目の学連個人戦は、初回のような大叩きはしたくないといっ

た決意と共に始まりました。普段のリーグ戦では一緒に回ることがない日本大学、東京国際大学の上手

い選手と共に回れたことは自分にとってゴルフ面だけでなく試合における心構えなど多くの学びを得る

ことが出来ました。普段通りのスコアを残せたとは言い難いものの後半はしっかりと自分が理想とする

ゴルフをできていたと思います。貴重な機会をいただき誠にありがとうございました。

　来年のリーグ戦で貢献できるよう、これからも精進してまいります。

文責　小俣

　1 0月 5、 6日にロックヒルゴルフクラブにて文部科学大臣杯の予選が行われ、3年宇野、 2年池澤、小

俣、井林が参加いたしました。  岩と池が効果的に配しており、ラフが深く、正確なショットが試される

コースでした。また、風が非常に強く、慣れない環境でのラウンドとなりました。上位の選手たちはそ

のような環境の中でも、安定したプレーをしており、自分たちとの技術の差を痛感した大会となりまし

た。

　今回の大会での経験を活かし、今後月例やリーグ戦で好成績を残せるよう、練習に励む所存です。応

援よろしくお願いいたします。  

文責　井林

　関東学生ゴルフ連盟1 1月月例会が1 1 / 2に栃木県サンヒルズカントリークラブで行われ、一橋大学から

は3年の宇野、小林、2年の池澤、石崎、曽根、大塚の6名が参加しました。サンヒルズはアップダウン

があり体力が奪われる一方で、左右も狭く多彩なボールで攻めていくことが要求される非常に戦略的な

コースです。なかでも曽根は INコースをパープレーでまとめ、今年度最後の試合に相応しい結果を残し

てくれました。

文責　大塚

-文部科学大臣杯予選-

- 1 1月月例 -

　1 0月 1 8日に杉ノ郷カントリークラブにて関東学生ゴルフ連盟1 0月月例会が行われ、一橋大学からは3

年の宇野、北林、諏訪原、小林、2年の大塚の5名が参加しました。

　杉ノ郷は名前の通り“杉の郷”な林間コースであり、1打目を曲げると林から脱出するのが難しく、非常

に苦しめられました。しかしながら美しくフラットなコースで、月例大会ならではの担ぎでのラウンド

でプレーを行うことができとても楽しかったです。私自身は日本大学、日本女子大学、中央大学の方の

上手な選手と回ることができ、刺激を受けることができました。春季リーグ戦で彼女等のプレーに少し

でも近づき納得のいくプレーができるよう努力して参りますので、応援の程よろしくお願い致します。　

文責　小林

- 1 0月月例 -
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部員紹介v o l . 1

①漆山夏央・経済
②大学から

③好きな動物→ねこ  

　理由→かおも手足も鳴き声も何もかも可愛いから

④ゴルフ楽しみたいです！

①小松原颯太・法
②大学から

③好きな食べ物→〆鯖

　理由→何となく

④ゴルフが上手くなれるように頑張ります。

①大河内佳生・経済
②今年から

③好きなお茶→爽健美茶

   理由→飲みやすいから

④1 0 0切り目指して頑張ります !

諏訪原  遼
①副将

②商学部

③大学から

④那須ゴルフ倶楽部

⑤ビクター・ホブラン

⑥肩書きに実力が追いつくように頑張ります

①名前・学部

②ゴルフ歴

③好きな〇〇とその理由

④ひとこと、意気込み

北林  大空
①主将

②法学部

③大学から

④千葉セントラルゴルフクラブ

⑤ミンウー・リー

⑥春季リーグ戦で２日とも7 0台で回ることを目標に

オフシーズンも練習に励みます

小林  遥子
①女子部主将

②社会学部

③大学から

④紫塚ゴルフ倶楽部

⑤馬場咲希

⑥春季リーグ戦に向け頑張ります！

部員一同が切磋琢磨できるゴルフ部運営を心がけます

宇野  那月
①副将

②商学部

③大学から

④芦原ゴルフクラブ

⑤吉田優利

⑥個人戦でも団体戦でも「結果」出します。

①役職②学部③ゴルフ歴④好きなゴルフ場⑤好きなゴルフ選手⑥一言

1年生全2 3名の部員の内1 6名もが夜、学食に集まって夜ご飯を共にしましました！
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　　編集後記

　会員の皆様には、益々ご清祥のことお慶び申し上げます。ここに、会報2号目を発刊いたしま

した。

　今月号は秋合宿、井上透プロの講演会、学連の個人戦と秋の行事のご報告に加え、主将・副将

幹部4名の紹介と、とても仲良く、ゴルフに熱心でフレッシュな新入生のうち3名の紹介をさせて

いただきました。部活動の様子と、部員それぞれの様子が会員の皆様にお伝えできていれば幸い

です。

　今季の個人戦も終わり、本格的にオフシーズンを迎えたゴルフ部では、男子部女子部それぞれ

の主将・副将が部員と1対1の面談を行い、部員全員が2 0 2 3年末の短期目標と年度末の中期目標

を設定いたしました。オフシーズンも引き続きゴルフの実力を磨けるよう、それぞれが目標に向

かって努力する所存でございます。

　こうして一同が研鑽に励めますのも、ひとえに緑風会の方々のご支援によるものだと日々感じ

ております。多くのご支援をいただき本当にありがとうございます。

　今後も、定期的に緑風会会報を配信させていただこうと考えております。よろしくお願い申し

上げます。

　今後とも引き続き、OB・OGの皆様のご支援とご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。

広報担当　３年小林遥子・諏訪原遼・２年長原春香・１年関川夏帆子


